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	ポリバレントファーマシスト育成研修プログラムの理念・基本方針
	理念
	急性期から慢性期において、効果的な薬物療法支援やチーム医療の推進、さらに地域医療に貢献できる病院薬剤師を育成します。
	基本方針①
	患者のために徹底的に考え抜くことが出来る人材を育成します。

	基本方針③
	広い視野と知識を持ち、いかなる場面においても活躍できる人材を育成します。

	基本方針②
	病院および地域の多職種と協働し、組織横断的に活躍できる人材を育成します。
	＊「ポリバレント(Polyvalent)」とは、化学用語で「多価」を意味し、病院薬剤師でいうと、　広い視野と知識を持ち、様々な場面における課題解決能力の高い人材を意味します。



	JCHOプログラム 3つの特徴
	全国57施設で共通の プログラムを受講できる
	JCHOネットワークの強み
	成長を"見える化" する独自評価システム
	「学び」と「働きやすさ」の両立をサポート



	ポリバレントファーマシスト育成研修プログラム
	研修スケジュール
	PGY1（１年目）
	医療薬学一般コース

	PGY2（２年目）
	医療薬学専門コース


	JCHOオリジナル評価システム
	成長を「見える化」する到達度記録・評価シート（サンプル）
	前期・中期・後期の定期評価
	自己評価と指導者評価の両面から成長を確認
	到達度を5段階で可視化



	Q&A
	Q1
	研修期間中の雇用形態は？

	Q2
	認定・専門薬剤師取得の支援はありますか？

	Q3
	卒後研修終了後のキャリアは？

	Q4
	大学病院レジデントとの違いは？

	先輩メッセージ
	お問い合わせ
	お気軽にご相談ください
	独立行政法人地域医療機能推進機構　本部医療課（薬事専門職）




